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○創価大学通信教育部履修規程 

（目的） 

第１条 この規程は、創価大学通信教育部学則（以下「学則」という。）第26条の３、第35条、第37

条、第38条及び第38条の２に基づき、履修方法等に関して必要な事項を定める。 

（履修登録の手続） 

第２条 学生は、科目の単位を修得するために、各年度の履修登録期間内に、履修登録をしなければ

ならない。 

２ 履修登録の結果は、学生本人が確認しなければならない。 

３ 履修登録期間内に履修登録しなかった場合、通信教育運営委員会の議を経て、一定の基準に基づ

き、通信教育部で履修登録を行うことがある。 

（履修登録単位数の上限） 

第３条 １年間に履修登録ができる単位数の上限は40単位とする。 

２ 教職課程の科目は、前項の対象としない。 

（履修科目の継続履修） 

第４条 履修科目は、履修登録した年度内に単位を修得しなければならない。 

２ 年度内に単位を修得できない場合は、次年度のみ学習履歴を継続して履修登録することができる。 

３ 前項に定める継続しての履修登録は、次年度の履修登録期間に履修登録することで継続とする。 

４ 第２項で定める最長２年間で単位修得できない場合は、該当科目の学習履歴のすべてが無効にな

る。 

５ 休学の場合について、１年の休学については休学の前年度の学習履歴を引き継ぎ、継続して履修

登録することで継続とする。２年以上の休学については学習履歴を引き継ぐことができず、全ての

学習履歴が無効になる。 

６ 本条における学習履歴とは、レポート、通信授業試験及び面接授業試験の評価のことをいう。 

（成績評価） 

第５条 学業成績を総合的に判断する指標として、ＧＰＡ（Ｇｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ Ａｖｅｒａｇ

ｅ）を用いる。 

２ ＧＰＡは、学生の各履修科目成績評価の成績評点に、その科目の単位数を掛けた数値の合計を、

履修科目の総単位数で除して算出し、小数点以下第３位以下は切り捨てる。 

３ 学則第35条に基づき、成績評価に対する評価換算基準は、次の表のとおりとする。 

成績評価 評価換算基準 成績評点 内容 

Ａ 100点～85点 ４ 

合格 Ｂ 84点～70点 ３ 

Ｃ 69点～50点 ２ 

Ｄ 49点以下 １ 不合格 

Ｎ 評価不能  

備考 

Ｎは通信授業試験又は面接授業試験を受けなかった場合の評価とする。 

４ 学則第35条に定めるＰ及びＦの成績評価は、科目毎に設けられる合格基準に達した場合をＰとし、

達しなかった場合はＦとする。 

５ 前２項の成績評価のほかに、本学以外で修得した単位を、本学において修得したものとみなし、

単位を認定する場合の評価は、Ｒとする。 

６ Ｎ、Ｐ、Ｆ及びＲ評価については、ＧＰＡの算出対象としない。 

（成績通知） 

第６条 成績通知表には、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｎ、Ｐ、ＦまたはＲの評価及びＧＰＡを記載する。 

２ 本学以外で使用するために発行される成績証明書には、Ａ、Ｂ、Ｃ、ＰまたはＲの評価を記載す

る。 

（正科生の卒業に必要な単位数） 

第７条 学則第６条の正科生の卒業に必要な単位数は、学則第37条に定めるとおりとする。 
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（正科生の卒業の認定） 

第８条 正科生の卒業の認定は、次の各号に掲げる要件のすべてに該当する場合に行う。 

(１) 本学に４年以上在学していること。 

(２) 本学において定められた教育課程を修了し、学則第37条に規定する単位を修得していること。 

(３) 卒業に必要な単位のうち30単位以上をスクーリングで修得していること。 

(４) 学費を全額納入していること。 

２ 前項により卒業を認定された者は、卒業を保留することはできない。 

（履修の要件・方法） 

第９条 学則第26条の３による履修方法の詳細は、以下のとおりとする。 

(１) 教育学部教育学科の履修条件のある科目については次の表のとおりとする。 

履修条件がある科目 履修要件審査時期 修得等が必要な科目 

社会教育演習Ⅰ 履修登録時 「生涯学習概論」を含み、卒業単位24単位以

上の修得。 

※３年次編入学者は「生涯学習概論」を同時

履修または単位修得済み。 

社会教育実習 履修登録時 「社会教育演習Ⅰ」「社会教育経営論Ⅰ」「社

会教育経営論Ⅱ」を含み、卒業単位62単位以

上の修得。 

※３年次編入学者は履修の前年度までに「生

涯学習概論」「社会教育演習Ⅰ」「社会教育

経営論Ⅰ」「社会教育経営論Ⅱ」を含み、卒

業単位90単位以上の修得 

社会教育演習Ⅱ 履修登録時 「社会教育演習Ⅰ」「社会教育経営論Ⅰ」「社

会教育経営論Ⅱ」「社会教育実習」を含み、

卒業単位62単位以上の修得。なお、「社会教

育実習」は同年度に履修し、実習を終了また

は実習計画が決まっていることでも可とす

る。 

※３年次編入学者は履修の前年度までに「社

会教育演習Ⅰ」「社会教育経営論Ⅰ」「社会

教育経営論Ⅱ」「社会教育実習」を含み、卒

業単位90単位以上の修得。なお、「社会教育

実習」は同年度に履修し、実習を終了または

実習計画が決まっていることでも可とする。 

(２) 文学部人間学科の履修条件のある科目については次の表のとおりとする。なお、「卒業研究

Ⅱ」について、各メジャーの受講希望者数が15名を超える場合は、ＧＰＡの上位者から選考する

ものとする。 

履修条件がある科目 修得等が必要な科目 

日本語教材研究Ⅰ 

日本語教育概論 

日本語学概論Ⅰ 

日本語文法Ⅰ 

日本語教材研究Ⅱ 日本語教材研究Ⅰ 

日本語教授法演習Ⅰ 日本語教材研究Ⅰ 

日本語教授法演習Ⅱ 日本語教材研究Ⅰ 

日本語教材研究Ⅱ 

日本語教授法演習Ⅰ 

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅰ 

 

履修条件がある科目 履修要件審査時期 履修要件 
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卒業研究Ⅰ スクーリング受講申込時 履修希望するメジャーの以下の単位

の修得 

イントロダクトリー科目 ２単位 

ベーシック科目 ２単位 

アドヴァンスト科目 ６単位 

卒業に必要な単位のうち合計62単位

以上の修得とＧＰＡ3.6以上 

※３年次編入学者が編入学年度に履

修する場合は履修希望するメジャー

のイントロダクトリー科目２単位、ベ

ーシック科目２単位、卒業に必要な単

位のうち合計70単位以上の修得とＧ

ＰＡ3.6以上 

卒業研究Ⅱ 履修登録時 履修希望するメジャーの以下の単位

の修得 

イントロダクトリー科目 ２単位 

ベーシック科目 ８単位 

アドヴァンスト科目 ８単位 

卒業に必要な単位のうち合計84単位

以上の修得とＧＰＡ3.6以上 

(３) 第１号及び第２号の表中の「修得等が必要な科目」とは、「履修条件がある科目」の学修開

始時に、「修得等が必要な科目」について単位を修得済みもしくは受講申込中でなければならな

いものとする。 

（文学部人間学科メジャー） 

第10条 文学部人間学科における開設メジャーは、以下のとおりとする。 

(１) 異文化コミュニケーション（日本語） 

(２) 哲学・歴史学 

(３) 表現文化 

(４) 社会学 

２ メジャーの修了は、各メジャーが指定する科目の内、以下の単位の修得を要件とする。 

(１) イントロダクトリー科目 ４単位 

(２) ベーシック科目 10単位 

(３) アドヴァンスト科目 18単位 


